
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年７月16日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手県教育委員会事務局学校教育課
１　趣旨

学習指導要領における生徒の思考力、判断力、表現力等の育成及び「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」更には新学習指導要領で目指している言語活動の高度化に鑑み、社会に通用する英語力の向上に向けた取組を通じて生徒の英語発信力の向上に資する。
２　主催

　　岩手県教育委員会

３　期日

令和元年11月５日（火）　９:00～16:30（予定）
４　会場

岩手県立総合教育センター
〒025-0395　岩手県花巻市北湯口第2地割82番1  

電話（代表）: 0198-27-2711　 FAX: 0198-27-3562

５　参加条件
(1)　岩手県内の高校生を対象とする。ただし、英語のネイティブスピーカーを除く。
(2)　次のア～ウの海外生活経験者等の条件に該当する者は１チーム２名までとし、各試合に出場できるのは１名までとする。（試合ごとの変更は可能）
　　ア　英語を第１言語とする国で12か月以上滞在経験のある生徒（就学前の滞在は不問）
　　イ　英語を第２言語とする国の出身である生徒（就学前の滞在は不問）
　　ウ　家庭で常用的に英語を使用している生徒

(3)　出場校の英語教員が引率者となること。ただし、外国語指導助手等は引率者となれないこと。
　　 教員採用試験で教諭採用となった外国籍の講師も引率者となることができる。（岩手条件）

６　チーム構成
(1)　１校から参加できるのは２チームまでとする。
(2)　１チームの登録選手は４名から６名とし、各試合のチェアパーソン（司会）は、原則として肯定側チームの生徒（登録選手である必要はない）が担当する。
(3)　各試合への出場選手は４名とし、試合ごとの選手の入れ替えは可能とする。
７　引率

(1)　引率教員（日本人英語教員）は１チームにつき１名とし、当日は試合のジャッジを担当することを原則とする。

(2)　参加校に所属する外国語指導助手等は、試合のジャッジを担当するものとする。
８　論題（全国大会における論題に準ずる）
	Resolved: That the Japanese government should limit the weekly maximum average working hours, including overtime, to 48 hours (following the EU)
日本国は，残業も含めた週あたりの最長平均労働時間を，（EUにならい）48時間に制限すべきである。是か非か。


９　日程詳細
参加チーム数が確定した後、組合せとともに参加校に通知する。
10　競技規則

基本的には全国高校生英語ディベート大会に準じるが、参加校数等を考慮し、若干の変更もあり得ることから、詳細については参加校に後日通知する。
11　大会申込方法

    参加申込書（様式１）を下記担当者まで電子メールにて10月７日（月）までに申し込むこと。
　　
12 メンバー変更
(1)　組合せ抽選会（ディベート運営委員会10月15日（火）予定）以降のメンバー変更は基本的に禁止。
(2)　無断でメンバー変更があった場合は、基本的に失格とする。複数チームが出場している学校のチーム間の移動があった場合も同様。

(3)　当日の病欠等、メンバー変更をしなければならない、やむを得ない事情がある場合は、高等学校教育研究会英語部会のディベート担当（主任１名、副主任２名）と主催者（教育委員会担当者）で協議し、変更の可否を判断するものとする。

13　宿泊・昼食

　(1)　宿泊を希望する学校は、各校で明窓館等に宿泊予約をすること。

　(2)　引率教員の昼食は、生徒と一緒に大会議室等で取ること。
（生徒がメイクフレンズタイムであるため）
　　
14　上位大会への出場権・経費等
(1)　優勝校１校は県代表として本年12月25日（水）～26日（木）に群馬県前橋市の共愛学園前橋国際大学で開催される第14回全国高校生英語ディベート大会への出場権が与えられる。なお、参加校が11校以上の場合は上位２校に出場権が与えられる。
(2)　全国大会への参加経費については、参加校負担とする。

(3)　全国大会への出場権を得たチームが参加辞退を申し出た場合、次点のチームが出場権を得るものとする。
15　令和元年度中高連携英語力向上推進事業「英語ディベート研修会」参加について
期　日：令和元年９月３日（火）

会　場：盛岡第三高等学校　

（詳細については後日、通知するもの）
　　　令和元年度岩手県Kenji Cup高校生英語ディベート大会に参加する予定の高校英語担当教員及び外国語指導助手等、並びにKenji Cup大会運営委員は悉皆とする。

　（第一部：競技ディベート研修のみの参加も可）

16　その他
　　本大会は、本県出身の詩人宮沢賢治が花巻農学校（現 花巻農業高校）での教師時代、既にディベートを授業に取り入れていたことにちなんで、Kenji Cupと命名して開催するものである。
※太字は今年度から加筆・訂正した箇所であるもの

令和元年度中高連携英語力向上推進事業「岩手県Kenji Cup高校生英語ディベート大会」実施要項





＜担　当＞


学力向上担当


指導主事　山田　知弘


TEL: 019-629-6162　FAX: 019-629-6144


Email: yama@pref.iwate.jp








